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提
出
議
案

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
終
息
が
見
え
な
い
中
、
第

６
回
通
常
総
代
会
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、
組

合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係
各

位
の
ご
指
導
、
ご
協
力
に
よ
る

も
の
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
令
和
３
年
度
は
、
４
月
の
降

霜
に
よ
る
ナ
シ
へ
の
被
害
が
２

年
連
続
で
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
例
年
に
比
べ
建
物
落
雷
事
故
が
多
発

し
、
農
機
具
の
盗
難
も
増
加
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
へ
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
改
め
て
農
業
保
険
の
重
要
性
を
認
識
い
た

し
ま
し
た
。

　
当
組
合
は
、
災
害
等
の
リ
ス
ク
に
対
す
る
備
え
と
し
て
農
業
保
険
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
令
和
３
年
度
事
業
実
績
で
は
、
特
に
園
芸
施
設

共
済
が
共
済
金
額
約
５
０
０
億
円
、
収
入
保
険
は
、
引
受
件
数
２
７
５
７

件
と
、
全
国
で
も
上
位
の
実
績
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
国
の
農
業
災
害
対
策
の
重
要
な
柱
で
あ
る
収
入
保
険
と
農
業

共
済
の
二
つ
の
保
険
を
、
組
合
員
の
皆
様
の
農
業
経
営
に
十
分
に
役
立
て

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
更
な
る
普
及
推
進
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
って
お
り
ま
す
。

　
激
変
す
る
農
業
情
勢
に
対
し
、
本
来
の
使
命
で
あ
る
災
害
の
補
償
と
農

業
者
の
収
入
減
少
の
補
て
ん
に
努
め
、
農
家
経
営
の
安
定
と
地
域
農
業
の

発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、
信
頼
さ
れ
る
制
度
と
な
る
よ
う
鋭
意
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

栃
木
県
農
業
共
済
組
合
　
組
合
長
理
事

槌
谷  

寛

第
６
回
通
常
総
代
会

　
令
和
４
年
６
月
23
日
、
栃
木
県
農
業
共
済
組
合
芳
賀
支
所
に
て
第
６
回
通
常
総
代

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
会

場
出
席
人
数
を
制
限
し
、
会
場
出
席
54
名
、
書
面
出
席
２
２
４
名
の
出
席
を
得
て
、

慎
重
な
る
審
議
に
よ
り
全
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

第
１
号
議
案

令
和
３
年
度
事
業
報
告
書
、
財
産
目
録
、

貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
及
び
剰
余

金
処
分
案
並
び
に
不
足
金
処
理
案
の
承
認

に
つ
い
て

第
２
号
議
案

令
和
４
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予

算
の
決
定
に
つ
い
て

第
３
号
議
案

令
和
４
年
度
事
務
費
賦
課
額
及
び
賦
課

方
法
の
決
定
に
つ
い
て

第
４
号
議
案

役
員
、
損
害
評
価
会
委
員
、
損
害
評
価

員
、
共
済
部
長
及
び
顧
問
弁
護
士
の
報

酬
決
定
に
つ
い
て

第
５
号
議
案

余
裕
金
預
入
先
金
融
機
関
決
定
に
つ
い
て

第
６
号
議
案

事
業
資
金
の
借
入
金（一
時
借
入
金
及
び

退
職
給
与
金
施
設
転
貸
福
祉
貸
付
借
入

金
を
除
く
）限
度
額
、
借
入
方
法
、
利
息

の
利
率
及
び
償
還
方
法
決
定
に
つ
い
て

第
７
号
議
案

定
款
の一部
改
正
に
つ
い
て

第
８
号
議
案

事
業
規
程
の一部
改
正
に
つ
い
て

第
９
号
議
案

栃
木
県
農
業
共
済
組
合
に
お
け
る
実
施
体

制
改
善
計
画
に
つ
い
て

第
10
号
議
案

農
業
共
済
事
業
に
基
づ
く
ニ
ー
ズ
調
査
に

つ
い
て

▲渡辺一男  議長

◀
青
栁
俊
明  

栃
木
県
農
政
部
長

◀
人
見
二
三
夫  

専
務
理
事

▲小髙一成  議長

組

合

長

あ

い

さ

つ

Q

Q

Q

家畜共済勘定における収支悪化により繰越不足金が計上されていますが、今後の見通しはどうなりますか。

A

A

A

制度改正後の収支悪化に対応する早期の料率改定を国に要望し、令和４年１月から死亡廃用共済の料率が
改定されました。しかし、制度改正後の被害率に基づいた料率改定は令和５年４月からとなるため、令和５年度
以降に収支改善の見通しとなっています。

県内各市町による収入保険加入者への保険料補助はありますか。

総代定数の見直しは、今後も実施する予定はありますか。

県内２５市町のうち、２市町が実施、１１市町が実施に向けて検討しています。今後も農業保険推進協議会を
通し、市町へ保険料補助をお願いしていく予定です。

今後も組合員数の動向をみながら見直しを実施していく予定です。

第６回 通 常 総 代 会  質 疑 応 答（事前説明会含む）
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1兆9,142億
2,910万3千円

合 計

1兆9,121億
6,216万9千円

合 計

32億
6,942万2千円

合 計

令和3年度  主な被害令和4年度  基本方針

令和3年度 事業実績令和4年度 事業計画

「安心の未来」拡充運動への取り組み
　農業経営の支援と地域農業の発展に取り組む 「安心の未
来」拡充運動の趣旨に添い、役職員は農業者の経営改善の
助言者として、農政や営農、税務の知識を幅広く身につけ、
全ての農業者に農業保険を通じて安心の補償を提供します。

コンプライアンス及びリスク管理の実践
　組織管理体制の強化とコンプライアンス・プログラム（法
令等遵守実行計画）を実践し、役職員の研修と内部検査の
適正実施に努めます。
　高い倫理観を共有できる職場環境を構築し、引き続き不
祥事の未然防止に取り組み、適正な事業運営を図ります。

農業保険加入推進の取り組み
　災害に対する備えは、農業保険への加入が基本です。
　有資格者の把握に努め、全ての農業者に対し制度内容
のさらなる周知徹底を図り、農家の需要に沿った推進に努
めます。

任意共済「安心の未来」拡充運動並びに広域災害対応体制確立
　任意共済「安心の未来」拡充運動に基づく提案型推進を
行い、補償の充実及び継続的な加入推進を図ります。
　近年多発する地震・自然災害に備え、地方公共団体等が
作成するハザードマップ等を活用し、全国農業共済組合連
合会と連携して広域災害に対応します。

共済金額（補償額） 支払共済金引受目標金額
0 100億 200億 300億 400億 1兆7,000億700億 1,000億

（円）

農作物共済（水陸稲）

畑作物共済（大豆）

死亡廃用共済

園芸施設共済

建物共済

農機具共済

農作物共済（麦）

果樹共済（なし）

畑作物共済（蚕繭）

259億９,127万5千円

２2億9,５62万1千円

2億7,１60万4千円

2億8,832万1千円

４77億5,427万8千円

１兆7,26０億円

７9０億円

３17億３,1００万円

８億2,64０万円

60万4千円

保管中農産物補償共済

共済目的
農作物共済（水陸稲）
農作物共済（麦）
死亡廃用共済
疾病傷害共済
果樹共済（なし）
畑作物共済（大豆）
畑作物共済（蚕繭）
園芸施設共済
建物共済
農機具共済

保管中農産物補償共済
合 計

4,481,882ａ
598,718ａ
158,893頭
66,862頭
10,295ａ
73,004ａ

8箱
32,737棟
135,630棟
15,747台

59口

引受
26,400,872千円
2,358,965千円
30,864,932千円
797,143千円
525,615千円
302,778千円

637千円
50,044,707千円
172,394,676万円
7,686,076万円

5,900万円
1,912,162,169千円

共済金額 支払対象件数
15,491千円
203,195千円
1,335,559千円
601,531千円
51,611千円
28,903千円
319千円

91,943千円
631,889千円
308,981千円

0千円
3,269,422千円

支払共済金
281人
748人
6,886頭
47,644件

73人
122人
2人

1,003棟
1,307棟
1,085台

0口

農作物共済（水陸稲） 
農作物共済（麦） 
死亡廃用共済 
疾病傷害共済 
果樹共済（なし） 
畑作物共済（大豆） 
畑作物共済（蚕繭） 
園芸施設共済 
建物共済 
農機具共済 
保管中農産物補償共済 

共済目的
4,217,000ａ
554,200ａ
165,010頭
72,010頭
6,200ａ
68,400ａ

9箱
31,795棟
135,700棟
15,800台

70口

引受目標
25,991,275千円
2,295,621千円
31,731,000千円
826,400千円
271,604千円
288,321千円

604千円
47,754,278千円

1,726,000,000千円
79,000,000千円

70,000千円
1,914,229,103千円

引受目標共済金額

合 計

疾病傷害共済

0100億200億300億1兆7,000億 700億
（円）

264億87万2千円

２3億5,896万5千円

5億2,561万5千円

3億277万８千円

63万7千円

500億4,470万7千円

１兆７,239億4,676万円

768億6,076万円

３08億6,493万2千円

7億9,714万3千円

5,9００万円

0 2億 4億 6億 12億8億 10億
（円）

1,549万1千円

2億319万5千円

１3億３,555万9千円

６億153万1千円

5,161万1千円

2,890万3千円

31万9千円

9,194万３千円

6億3,188万9千円

3億898万1千円

0円

畑作物共済（蚕繭）

園芸施設共済

建物共済

農機具共済

保管中農産物補償共済

畑作物共済（大豆）

果樹共済（なし）

死亡廃用共済

農作物共済（水陸稲）

農作物共済（麦）

疾病傷害共済

水稲  風水害麦  穂発芽

大豆  土壌湿潤害 園芸施設  風害

農機具  転覆

果樹（なし）  凍霜害

　農業者の減少や高齢化による時代の変化を踏まえ、農業保険の普及促進と加入拡大により、農業者が無保険状態となら
ないよう取り組みます。

7,０００万円
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「
安
心
の
未
来
」
拡
充

運
動
優
秀
基
礎
組
織

■
栃
木
県
農
業
共
済

　
組
合
長
感
謝
状

鹿
沼
市

下
日
向
営
農
改
善

組
合

上
三
川
町

稲
川 

　
　洋

渡
辺 

　一
夫

奈
良
田 

至
弘

上
野 

太
美
雄

小
島 

　久
夫

佐
藤 

　清
行

下
野
市

黒
川 

　真
邦

直
井 

　一
男

古
谷 

　勝
義

岩
上 

　昭
一

鹿
沼
市

大
島 

　誠
司

豊
田 

　伸
夫

佐
藤 
　富
久

加
藤 
　清
司

和
久
井 

美
智
夫

神
長 

　孝
安

宇
賀
神 

勝
司

市
田 

　道
雄

稲
川 

　
　充

松
井 

　研
吉

設
楽 

　貞
夫

倭
文 

　宏
彰

宇
賀
神 

一
雄

牛
久 

　重
雄

岩
出 

　昌
己

大
貫 

　和
裕

川
田 

　
　透

髙
村 

　和
義

石
原 

　一
夫

高
橋 

志
津
雄

長 

　
　政
次

原
田 

　
　武

大
森 

　輝
男

徳
原 

　一
郎

伴 

　
　正
光

青
木 

　
　征

日
光
市

湯
沢 

　耕
一

岡
部 

　
　茂

青
栁 

　伊
一

南
雲 

　文
夫

大
塚 

　勝
三

柳 

　
　秀
行

薄
井 

　和
夫

海
老
原 

與
一

日
下
田 

道
弘

青
木 

　
　孝

櫛
毛 

　政
好

冨
山 

　義
道

賀
川 
　幸
一

海
老
原 
　廣

稲
見 

　義
明

直
井 

賢
一
郎

西
田 

　達
雄

荒
川 

　初
男

川
村 

　光
男

益
子
町

鈴
木 

　康
弘

三
宅 

　明
男

河
原 

　正
廣

粕
谷 

　
　昭

仲
田 

　
　正

大
岡 

　一
夫

茂
木
町

鈴
木 

　
　正

町
井 

　誠
一

國
安 

　重
彦

小
林 

　章
市

九
石 

伊
津
子

大
田
原
市

加
藤 

　喜
義

柴
田 

　享
一

間
庭 

　基
有

渡
辺 

　裕
司

後
藤 

　久
幸

津
久
井 

人
之

松
本 

　武
洋

石
川 

　正
敏

池
澤 

　久
男
　

那
須
塩
原
市

江
連 

　宣
之

鈴
木 

　盛
男

菊
地 

　昭
夫

田
代 

　好
夫

室
井 

　
　健
　

那
須
町

高
久 
　芳
治

平
井 
　照
夫

渋
井 
　節
男

井
上 

　義
孝
　

那
須
烏
山
市

髙
垣 

　光
男

檜
山 

　邦
次

根
本 

　和
一

小
田
倉 

初
男

佐
藤 

　
　昇

髙
野 

　
　悟

糸
井 

　守
男

梅
田 

　好
男

引
橋 

　
　茂

五
十
畑 

竹
男

栃
木
市

駒
場 

　文
夫

荻
原 

　幸
一

天
海 

　
　正

山
中 

　
　洋

瀧
田 

　治
男

石
塚 

　武
男

大
橋 

　正
一

間
明
田 

義
夫

竹
内 

　俊
雄

水
戸
部 

博
信

海
老
沼 

義
幸

吹
澤 

　
　操

新
井 

　幸
子

佐
山 

　
　卓

小
島 

　康
男

関 

　美
代
子

山
田 

和
一
郎

渡
辺 

　晴
夫

木
村 

　正
幸

飯
島 

　利
夫

大
島 

　
　勇

富
山 
和
一
郎

大
島 
　武
司

籠
谷 
　和
博

小
森
谷 

　準

三
柴 

　秀
男

堀
口 

　信
夫

松
村 

　健
一

中
山 

　宗
一

髙
橋 

　雅
之

川
田 

　圭
一

田
沢 

　
　武

蓼
沼 

　
　昶

原 

　
　輝
夫

半
田 

　雄
一

小
泉 

　廣
司

小
泉 

　典
康

鈴
木 

　勝
雄

岡
田 

　
　正

柳
田 

　一
夫

寒
澤 

　芳
夫

羽
鳥 

　恵
之

久
保
田 

　繁
　

■
全
国
農
業
共
済

　
協
会
長
賞

〈
建
物
共
済
の
部
〉

那
須
烏
山
市

高
久 

　英
明

〈
農
機
具
共
済
の
部
〉

日
光
市

鷹
箸 

　敏
雄

塩
谷
町

柿
沼 

　王
大
　

大
田
原
市

猪
瀬 

　和
雄

那
須
塩
原
市

相
馬 

　智
子

舘
野 

　広
子
　

那
須
町

内
藤 

　幸
弘  

那
須
烏
山
市

髙
野 

　一
宏
　

小
山
市

重
田 

　昌
宏

石
川 

　敏
之
　

栃
木
市

渡
辺 

　
　勇

生
澤 

　貴
宏
　

佐
野
市

若
田
部 

　明

足
利
市

蓮
沼 

　信
一

■
栃
木
県
農
業
共
済

　
組
合
長
感
謝
状

　（
優
秀
推
進
員
）

上
三
川
町

野
澤 

　孝
之

野
沢 

　善
男

野
澤 

　謙
一
　

須
崎 

　省
治

宇
都
宮
市

長
島 

　孝
夫

小
嶋 

　耕
一

手
塚 

　
　厚

菱
沼 

　晃
久

清
水 

　
　昇

相
良 

　一
則

多
田
出 

　豊

大
森 

　誠
一

黒
﨑 

　英
一

池
田 

　
　勇

森
田 

　勝
夫

菊
池 

　栄
一

水
沼 

真
佐
夫

堀
内 

　久
雄

芝
野 

　光
一

菊
地 

　和
久

塩
山 

　
　稔

野
澤 

　俊
男

野
尻 

　浩
之

阿
部 

　孝
徳

松
本 

　俊
彦

半
田 

　正
己

福
村 

　啓
一

横
倉 

　廣
一

村
田 

　
　勉

鈴
木 

　
　禎

沼
尾 

　啓
一

鷹
觜 

　光
夫

篠
﨑 

　秀
夫

平
井 

　清
司

福
富 

　信
夫

佐
藤 

　忠
男

加
藤 

　俊
実

酒
井 

　伸
幸

渡
邉 

　治
男

福
田 

　
　司

渡
邊 

　將
人

赤
松 

　一
俊

加
藤 

　明
生

増
渕 

　敏
美

栃
木 

　
　啓

北
山 

　
　勉

増
渕 

　
　勝

鷹
箸 

　敏
雄

荻
原 

　良
久

髙
橋 

　英
男

福
田 

　和
久

伊
原 

　良
平

梅
原 

　
　功

谷
津 

　一
夫

大
島 

　一
夫

福
田 

　三
男

渡
辺 

洋
一
郎

君
島 

　
　一

真
岡
市

久
保 

　貞
雄

川
崎 

　常
吉

秋
山 

　
　弘

上
野 

　勝
男

井
沢 

　杉
生

古
谷 

　
　均

河
合 

　信
良

横
松 

　俊
一

杉
山 

　忠
雄

川
又 

　益
美

村
石 

　
　守

星
野 

　
　豊

関
谷 

　一
美

檜
山 

　二
男

小
森 

　一
郎

市
貝
町

平
井 

　輝
光

平
井 

　宏
和

小
塙 

　俊
一

小
貫 

　
　進

芳
賀
町

髙
橋 

　久
一

大
島 

　
　大

荒
井 

　俊
夫

菊
地 

　方
敏

小
堀 

　
　弘

渡
部 

　
　武

瀧
田 

　栄
一

加
藤 

　容
市

吉
田 

　
　宏

直
井 

　賢
治

手
塚 

　利
夫

高
原 

　久
生

矢
板
市

土
屋 

　
　隆

塩
谷
町

手
塚 

　義
久

神
長 

　
　昇

杉
内 

　
　巧

青
木 

三
千
男

杉
山 

　敏
夫

神
長 

　之
雄
　

さ
く
ら
市

青
木 

　
　弘

宅
原 

　
　栄
　

高
根
沢
町

大
森 

　
　太

阿
久
津 

昭
夫

古
家 

　信
夫

篠
原 

　紘
昭

岡
﨑 

　
　悟

渡
辺 

　悦
男

森 

　
　嗣
雄

平
山 

　
　孝

橋
本 

　幸
雄

荒
井 

　喜
一

冨
田 

　宗
一

阿
部 

佐
太
郎

滝 

　
　
　薫

那
珂
川
町

鈴
木 

　吉
美

小
勝 

　清
美

藤
田 

　悦
男

岡 

　登
茂
久

佐
藤 

　俊
夫
　

小
山
市

野
口 

　
　昭

松
本 

　富
雄

野
村 

　修
司

根
岸 

　竹
次

松
下 

　信
行

篠
塚 

　文
夫

原
田 

　幹
雄

松
本 

　正
明

堤 

　
　一
夫

中
島 

　
　忠

菅
沼 

　正
治

板
橋 

　幸
男

田
波 

　
　勝

飯
泉 

　平
治

生
井 

　富
雄

五
月
女 

　勝

福
田 

　
　清

令
和
３
年
度

「
安
心
の
未
来
」

拡
充
運
動

成
績
優
秀
表
彰

令
和
３
年
度

農
業
保
険
事
業

功
労
者
等
表
彰

杉
田 

　一
男

藤
田 

　
　守

森
戸 

　英
一

田
中 

　孝
一

森
戸 

　重
則

田
中 

　富
雄

簗
島 

　順
一

飯
塚 

　一
芳

山
田 

　次
郎

青
木 

　良
春

伏
木 

　和
男

壬
生
町

石
島 

　松
夫

阿
久
津 

喜
八

田
中 

　丈
也

佐
野
市

福
田 

　文
男

小
菅 

　喜
市

武
井 

　孝
夫

篠
﨑 

　昭
夫

兵
藤 

　
　勇

和
田 

　
　武

桜
井 

　
　孝

田
村 

　忠
之

矢
部 

　育
夫

須
藤 

　
　實

増
田 

　良
夫

岩
﨑 

　好
雄

向
田 

健
太
郎

小
林 

　雄
吉

佐
瀬 

　英
男
　

足
利
市

町
田 

　
　旭

嶋
田 

　裕
至

川
島 

　隆
夫

■
関
東
地
区
農
業

　
共
済
建
物
推
進

　
協
議
会
長
賞

〈
建
物
共
済
の
部
〉

大
田
原
市

佐
藤 

　幸
雄

那
須
塩
原
市

薄
井 

　正
行

〈
農
機
具
共
済
の
部
〉

栃
木
市

影
山 

　和
夫

佐
野
市

髙
島 

　康
栄

■
栃
木
県
農
業
共
済

　
組
合
長
表
彰

　（
優
秀
推
進
員
）

宇
都
宮
市

野
澤 

　秀
清

鈴
木 

　克
彦
　

鹿
沼
市

元
木 

　立
幸

早
乙
女 

辰
也

原
田 

　
　武
　

真
岡
市

安
藤 

　
　靖

渡
辺 

　郁
夫

益
子
町

岩
崎 

　理
二
　

矢
板
市

齋
藤 

　公
一

下
野
市

伊
澤 

　和
則

鹿
沼
市

岩
本 

　成
夫

日
光
市

君
島 

　
　博

小
栗 

　
　功

茂
木
町

檜
山 
　康
弘

市
貝
町

関
澤 

　正
一

芳
賀
町

菱
沼 

　
　洋

さ
く
ら
市

杉
山 

　和
利

相
田 

　雄
一

高
根
沢
町

加
藤 

　
　功

大
田
原
市

古
森 

　弓
作

益
子 

　
　稔
　

那
須
塩
原
市

君
島 

　良
一

後
藤 

　長
明
　

那
須
町

大
森 

　克
浩

平
山 

　和
彦

那
須
烏
山
市

柴
﨑 

　幸
一
　

栃
木
市

大
島 

　吉
蔵

中
田 

　
　勇
　

佐
野
市

毛
塚 

　広
章

齋
川 

登
志
子

受
賞
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
の
祝
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

事
業
功
労
者
表
彰

（
順
不
同
、敬
称
略
）

令
和
３
年
度

任
意
共
済
事
業
表
彰
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農人と 総代　 特集さん
本組合は一県一組合に合併して、今年度で６年目を迎えました。
事業計画や予算の決定など組合運営の重要な役割を担っている総代さん。
NOSAIに欠かせない総代さんに地域の特徴や農業への取り組みをお聞きしました。

　
雀
宮
地
区
は
水
稲
を
中

心
に
ナ
シ
や
イ
チ
ゴ
農
家

が
多
い
地
域
で
す
。
私
は
父

の
代
か
ら
ネ
ギ
栽
培
を
始

め
、
退
職
を
機
に
本
格
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ネ
ギ
は
雑
草
対
策
が
重

要
で
す
が
、
播
種
時
期
を

変
え
る
こ
と
で
年
間
を
通

し
て
収
穫
で
き
、
栽
培
し

や
す
い
作
物
だ
と
思
い
ま

す
。
安
心
・
安
全
で
お
い
し

い
ネ
ギ
を
作
れ
る
よ
う
心

掛
け
て
い
ま
す
。

　
収
入
保
険
へ
の
加
入
を

考
え
、
令
和
３
年
分
よ
り

青
色
申
告
を
始
め
ま
し
た
。

切
り
替
え
は
管
轄
の
税
務

署
に
申
請
書
を
出
す
だ
け

な
の
で
、
簡
単
に
変
更
で

き
ま
す
。
令
和
５
年
か
ら

収
入
保
険
に
加
入
で
き
る

の
で
、
安
心
し
て
規
模
を

拡
大
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
収
入
保
険
は
自
然
災
害
だ

け
で
な
く
病
気
や
ケ
ガ
で
収

入
が
減
少
し
た
場
合
も
補
償

の
対
象
と
な
る
た
め
、
こ
れ

か
ら
の
農
業
に
は
不
可
欠
な

保
険
だ
と
思
い
ま
す
。Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
に
は
も
っ
と
収
入
保

険
を
周
知
し
て
農
家
に
広
め

て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
退
職
を
機
に
専
業
農
家

に
な
り
、
水
稲
一
本
で
経

営
し
て
い
ま
す
。
主
食
用

に
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
や
「
ほ

し
じ
る
し
」、「
ミ
ル
キ
ー

ク
イ
ー
ン
」、飼
料
用
に
「
と

ち
ぎ
の
星
」
を
栽
培
し
、

主
に
さ
く
ら
市
の
商
店
に

出
荷
し
て
い
ま
す
。
作
業

効
率
を
上
げ
る
た
め
、
液

体
肥
料
の
使
用
や
、
農
作

業
と
圃
場
を
管
理
す
る
ア

プ
リ
の
活
用
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
水
稲
共
済
で
一
筆
方
式
が

廃
止
に
な
り
半
相
殺
方
式
な

ど
に
切
り
替
え
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
農
家
が
き
ち
ん
と

制
度
を
理
解
す
る
た
め
に
、

き
め
細
や
か
な
周
知
徹
底
が

重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。

　
旧
南
那
須
地
区
は
の
ど
か

な
水
田
地
帯
で
、
一
部
で
大

規
模
農
業
者
が
麦
や
大
豆
を

栽
培
し
て
い
る
地
域
で
す
。

大
き
な
災
害
は
ほ
と
ん
ど
な

い
地
域
で
す
が
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
は
災
害
か
ら
農
家
を
守
る

た
め
に
、
農
家
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
離
れ
が
な
い
よ
う
に
努
め

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
一
組
合
に
合
併
し
て
か

ら
総
代
を
し
て
い
る
の
で
、

今
年
で
６
年
目
に
な
り
ま

す
。
青
木
地
区
は
戦
後
、

開
拓
が
進
ん
だ
地
区
で
、

酪
農
が
盛
ん
な
地
域
で
す
。

乳
牛
を
飼
養
し
て
お
り
、

毎
日
一
頭
ず
つ
様
子
を
確

認
し
、
異
変
に
す
ぐ
に
気

が
付
け
る
よ
う
心
掛
け
て

い
ま
す
。

　
飼
料
の
約
８
割
を
自
家

栽
培
で
ま
か
な
っ
て
い
ま

す
。
牛
は
デ
リ
ケ
ー
ト
な

生
き
物
な
の
で
、
体
調
管

理
に
気
を
配
っ
て
い
て
も
、

気
候
の
変
動
で
体
調
を
崩

す
こ
と
や
、
病
気
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
家
畜
共
済
は
自
己
負
担

が
少
な
く
加
入
が
で
き
る
の

で
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
存

在
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
人
と
の
つ
な

が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
は

農
家
に
寄
り
添
う
身
近
な

存
在
と
し
て
、
も
っ
と
農
家

の
も
と
へ
足
を
運
ん
で
い
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
上
日
向
地
区
は
農
業
が

盛
ん
で
、
特
に
ニ
ラ
農
家
や

ト
マ
ト
農
家
が
多
い
地
域
で

す
。
人
と
の
繋
が
り
が
強
く

農
業
に
活
気
が
あ
り
、
後
継

者
も
育
っ
て
い
ま
す
。
私
は

高
校
卒
業
後
、
１
年
間
ト
マ

ト
農
家
に
住
み
込
み
で
研

修
し
、
ト
マ
ト
栽
培
を
始
め

ま
し
た
。

　
ト
マ
ト
は
周
年
栽
培
で
、

フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
や
ミ
ニ
ト

マ
ト
な
ど
多
品
種
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。
６
次
産
業

に
力
を
い
れ
て
お
り
、
ト
マ

ト
ジ
ュ
ー
ス
や
ピ
ュ
ー
レ
、

ジ
ャ
ム
な
ど
を
加
工
販
売

し
て
い
ま
す
。
お
い
し
い
ト

マ
ト
を
作
る
こ
と
を
心
掛
け

て
い
る
の
で
、
お
客
さ
ん
か

ら
お
い
し
い
と
言
わ
れ
る
と

う
れ
し
い
で
す
ね
。

　
園
芸
施
設
共
済
と
農
機
具

共
済
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
パ
ー
ト
を
10
名
ほ
ど

雇
っ
て
い
る
た
め
、
令
和
元

年
か
ら
収
入
保
険
へ
加
入
し

ま
し
た
。
収
入
が
減
少
し
た

場
合
も
加
入
し
て
い
る
と
安

心
で
す
。

橋本 和浩さん（62歳）
はし     もと     　かず    ひろ

水稲1.5ha、ネギ２０a、ホウレンソウ１０a

宇都宮市茂原町
総代
３年目

人見 忠夫さん（75歳）
ひと      み 　　　ただ　　お

水稲６８a、乳牛２０頭、
飼料作物（デントコーン3.1ha、イタリ

アン3.1ha）

那須塩原市青木
総代
6年目

福田 高さん（72歳）
ふく      だ     　たかし

かみ   ひなた

水稲７０a、トマト１ha

鹿沼市上日向 総代
3年目

木島 利和さん（68歳）
 き      じま      　とし     かず

水稲11ha

那須烏山市三箇総代
6年目

　
趣
味
は
ゴ
ル
フ
で
す
。

就
農
し
て
か
ら
は
時
間
の

融
通
が
利
き
や
す
い
た

め
、
月
に
２
回
ほ
ど
友
人

や
同
級
生
と
一
緒
に
ゴ
ル

フ
場
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
那
須
烏
山
市
の
南
那
須

中
学
校
初
代
同
窓
会
長
を

務
め
て
い
ま
す
。
中
学
校

が
新
設
さ
れ
た
時
に
、
那

須
烏
山
市
出
身
の
歌
手
、

柴
野
真
理
子
さ
ん
が
作
詞

作
曲
し
た
校
歌
の
贈
呈
な

ど
に
関
わ
り
ま
し
た
。

　
趣
味
は
、
昔
か
ら
軍
歌

や
演
歌
を
聴
く
の
が
好
き

で
特
に
戦
前
に
作
ら
れ
た

レ
コ
ー
ド
や
Ｃ
Ｄ
を
集
め

て
い
ま
す
。
作
業
の
合
間

や
就
寝
前
に
聴
く
と
心
が

和
み
ま
す
。

　
趣
味
の
ゴ
ル
フ
と
旅
行

を
楽
し
み
な
が
ら
、
健
康

に
気
を
付
け
て
元
気
に
楽

し
く
農
業
を
し
て
い
き
た

い
で
す
。
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農 作 物 共 済農 作 物 共 済

損　害　評　価　の　流　れ

　被害のあった耕地の減収量
の合計が、その農家の総基準収
穫量に対し、選択した支払開始
損害割合を超えた場合に共済
金を支払う方式です。

　農家の減収量が、その農家の
総基準収穫量(品質方式は総基
準生産金額)に対し、選択した支
払開始損害割合を超えた場合
に共済金を支払う方式です。

　農家ごと及び統計単位地域
ごとの統計単収が、基準統計単
収に対し、農家が選択した支払
開始損害割合を超えた場合に
共済金を支払う方式です。

　損害通知書に災害の種類・発
生月日・10aあたりの見込収穫
量の記入をお願いします。

　損害通知書に災害の種類・発
生月日・収穫予定日・搬入予定
日の記入をお願いします。

　損害通知書に災害の種類・発
生月日の記入をお願いします。

　被害申告耕地のうち一定数
を検見または実測して調査しま
す。また、肥培管理状況を調査
します。

　全耕地の作付確認、共済事故
の発生状況、肥培管理状況を調
査します。

　類区分ごと、組合員等ごと及
び統計単位地域ごとに、被害申
告耕地のうち1筆について共済
事故発生状況、肥培管理状況を
調査します。

令
和
４
年
産

水
・
陸
稲
共
済
損
害

評
価
が
始
ま
り
ま
す

　稲
の
損
害
評
価
が
始
ま
り
ま
す
。
加
入
者
の
方

は
生
育
状
況
や
被
害
の
割
合
を
確
認
し
、
刈
取
り

前
に
被
害
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　被
害
申
告
の
基
準
は
引
受
方
式
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。
加
入
内
容
を
ご
確
認
の
上
、
農
家
単

位
で一定
割
合
以
上
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る
場
合

は
、
被
害
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
立
札
は
必
ず
被
害
調
査
前
日
ま

で
に
圃
場
へ
の
設
置
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
　ま
た
、評
価
す
る
人
が
分
か
る

よ
う
に
道
路
側
へ
設
置
し
て
く
だ

さ
い
。

●
農
家
申
告
抜
取
調
査
・
見
回
り
調

査
の
日
程
は
評
価
班
ご
と
に
異
な

り
ま
す
の
で
、調
査
が
終
了
す
る

ま
で
立
札
を
立
て
た
ま
ま
、刈
取

り
は
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　急
な
申
告
が
あ
っ
た
場
合
、刈

取
り
を
待
っ
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、ご
理
解
及
び
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　風
水
害
、獣
害
、虫
害
、鳥
害
、土

壌
湿
潤
害
、そ
の
他
気
象
上
の
原
因

と
な
る
災
害  

な
ど

※

肥
培
管
理
の
粗
放
や
防
除
の
不

備
な
ど
に
よ
る
減
収
分
は
分
割
が
か

か
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
共
済
事
故

被
害
申
告
さ
れ
る

方
へ
の
お
願
い

立

　札

道　路

被害圃場

引
受
方
式

農
家
の
方
が

記
入

評
価
員
等

に
よ
る
調
査

損
害
評
価
会
委
員
等

に
よ
る
調
査

半相殺方式
（８・７・６割補償）

全相殺方式、
水稲品質方式

損 害 評 価 会 に 諮 問

（9・8・7割補償）

地域インデックス方式

農家申告抜取調査共済事故確認調査
（見回り調査）

共済事故確認調査
（見回り調査）

　各評価地区ごとに10筆以上
を検見調査し、その２分の１以上
は実測します。

　乾燥調製施設の計量結果や
出荷業者への売渡数量を調査
します。「青色申告」及び「白色申
告」による収穫量の確認は、確定
申告終了後に決算書等と販売
金額などの品目別内訳書により
行います。

　類区分ごと及び統計単位地
域ごとに被害申告耕地が属す
る市町村ごとの統計単収を用
いて減収量を算定します。

抜取調査共済事故確認調査など市町村別統計単収の確認

（9・8・7割補償）

補償割合

支払開始
損害割合

9割
＝

（1割）

8割
＝

（2割）

7割
＝

（3割）

6割
＝

（4割）

※補償割合に対する支払開始損害割合 ※一筆半損特例
　一筆半損特例を付帯した方は、被害耕地の収
穫量が基準収穫量の2分の1以下と認められた
場合、耕地ごとに支払い対象となります。
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園芸施設共済 収 入 保 険
収入保険支払状況（5月31日現在）

※保険期間開始日が、法人R2.4.1~R3.3.31 個人 R3.1.1 の契約数合計

※保険期間開始日が、法人: R3.4.1~R4.3.31 個人: R4.1.1 の契約数合計

令和2年度加入者

支払対象数

支払額

2,193経営体

令和3年度加入者 2,756経営体
38億3,828万円

（半数以上が
  該当しました）

（前年比126%）

1,241経営体

加 入 者 の 声

過去5年間の最初に関東へ接近した台風

台風3号

7月4日

H29

台風5号

6月11日

H30

台風3号

6月28日

R1

台風12号

9月24日

R2

台風8号

7月27日

R3

　今年も台風シーズンがやってきます。７月から１０月は台風が接近・上陸しやすく、平成２７年や令和元年に
は風だけでなく、河川の氾濫によりハウスが流される被害も発生しています。

　農業保険法施行規則では「共済事故の発生が相当の確実さをもって見通される場合は加入ができない」
と定められているため、台風が日本に向けて進行している間、新規加入できません。

台風が発生したら加入できない！？

台風シーズンに入る前に、早めのご加入をおすすめします。
詳しくはお近くのNOSAI支所にご相談ください。

気象庁HPより

過去5年間の月別台風被害

組合員数 2
7月

50
8月

273
9月

1,095
棟数 2 62 451 2,846

支払共済金 約5万5千円 約287万円 約3,025万円 約4億7,057万円

10月

NEWS

台
風
情
報

台風が発生したぞ
共済に加入していなかったな

すぐに電話しよう！

1

このようなことになる前に
共済に加入しよう！！

NOSAI 4

えぇー

これは困っ
たぞ

3

台風が発生し、日本に
向けて進行している間は、

新規加入が
できないんですよ！

NOSAI
2

　収入保険は農水省ホームページの説明動画、「しゅうほちゃんシ
リーズ」を見て、理解を深めた上で加入しました。
　加入の決め手は無利子のつなぎ融資です。つなぎ融資は収入減
少が見込まれる場合に申請することができます。肥料や資材といった
経費の支払い期限が迫る中、申請から約1か月で資金を受け取るこ
とができて助かりました。
　令和３年度は規模拡大をしていたところに米価の急激な下落があ
り、備えの大切さを実感しました。経営は先行投資と考えているので、
収入保険の加入は農業経営のお守りですね。

収入保険は
農業経営のお守り

　１０年前に就農してから年々経営規模を拡大しており、従業員や設
備投資も増えていたので、経営の安定を図るために令和２年に加入し
ました。規模拡大特例が適用できたので、充実した補償額で加入す
ることできました。
　令和３年産は、主力のネギで軟腐病やハモグリバエによる食害によ
り品質と収量が低下しました。さらに新型コロナウイルスによる外食
産業や加工工場などの業務用需要の低下により価格が下がり、大き
な減収となりました。
　経営規模を拡大するためには、雇用や設備の拡大をしなければなりま
せん。収入保険に加入することで、減収があっても経費や設備投資の資
金を担保することができ、安心して営農していくことができます。

規模拡大する
上で必要な保険

　令和３年は４月に２度の降霜があり、ナシが大打撃を受けました。過
去一番の被害だったので加入していてよかったと心から安堵しています。
　基準収入は収入上昇傾向特例が適用されたため、過去に大きく
減収した年があっても、平年並みの金額で加入することができ、補
償額にも満足しています。
　営農経費の支払いや子供の進学費用など出費が多い年でしたが、
必要書類を提出後、１か月足らずで補てん金を受け取ることができ、
とても助かりました。
　身近な加入者に詳しく話を聞いたことが加入の決め手の一つです。
今後の農業経営の継続を考えると、天候や市場価格の変動など予
想外の事態に備えるためにおすすめしたい保険ですね。

加入して
助かりました

齋藤 勲さん（58歳）
さい とう  いさお

那須塩原市太夫塚

水稲４０ha

真岡市下籠谷

ネギ２２ha、ニンジン７ha、
キャベツ７ha、水稲１６ha

菅谷 拓夫さん（38歳）
すが  や　  たく  お

那須烏山市曲畑

水稲６５a、ナシ１４４a

渡邉 拓美さん（66歳）
わたなべ　たく み

　ＮＯＳＡＩでは、法令遵守の徹底を図るため、掛金等は口座振替によるお支払いを
お願いしています。口座振替を利用されますと、支所や金融機関に出向く必要がなく
なり、掛金等の納め忘れもなく確実に補償が継続します。簡単な手続きで済みます
ので、最寄りの支所までお問い合わせください。

　領収書は原則的に発行しておりません。ご入用の際は個別に
支所までご連絡ください。

掛金等を口座振替で納入された方へ
　架空引受防止のため、後日「確認通知書」が郵送されます。
お手数ですが、ご記入の上ご返信ください。

現金で掛金等を納入された方へ

口座のご登録は
お済みですか？

主な支払対象要因は、
・コロナの影響による水
稲や野菜等の価格の
下落
・長雨、低温、凍霜害等
の気象災害
となっています。
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建 物 共 済

農 機 具 共 済

写真：気象庁提供

落
雷
に
よ
る
損
害
も
補
償
し
ま
す

　
例
年
、
栃
木
県
で
は
落
雷
に
よ
る
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

建
物
共
済
で
は
、
総
合
共
済
、
火
災
共
済
の
２
種
類
が
あ
り
、
ど
ち
ら
も
落
雷

に
よ
る
被
害
は
対
象
事
故
と
し
て
請
求
で
き
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
は
被
害
棟
数
の
約
６
割
が
落
雷
に
よ
る
被
害
と
な
って
い
ま
す
。

建
物
共
済
への
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

稼
働
中
の
事
故
が
９
割

　
令
和
３
年
度
に
県
内
で
発
生
し
た
農
機
具
事
故
の
内
、
９
割
が
稼
働
中

に
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
不
慮
の
事
故
に
よ
り
発
生
し
た
修
理
費
用
は
、

高
額
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
経
済
的
負
担
と
な
り
ま
す
。
安
定
し
た
農
業

経
営
の
た
め
、
盗
難
の
事
故
も
補
償
す
る
農
機
具
共
済
へ
の
加
入
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

事故台数 1,011台

稼働中の事故

支　払
共済金 約2億2,591万円

17台

盗難の事故

約7,627万円

57台

その他

約679万円

1,085台

合計

約3億898万円

年間掛金100万円あたり（基本等級、特約無の場合）

令和3年度被害棟数
1,307棟

 （うち）落雷被害棟数
844棟

令和３年度 事故支払い実績

損害総合共済 6,300円

損害共済 5,100円

令和3年度 被害棟数割合

火災
3％その他

14％

落雷 65％

地震などによる
自然災害
18％

あなざわ ま    ゆ    こ

　県
内
農
業
関
係
学
校
の
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　今
回
は
真
岡
市
に
あ
る
宇
都
宮
大

学
農
学
部
附
属
農
場
で
す
。

NEXT

Farmers

　
附
属
農
場
は
宇
都
宮
大
学

の
前
身
で
あ
る
宇
都
宮
高
等
農

林
学
校
が
創
設
さ
れ
た
１
９
２

２
年
に
設
置
さ
れ
、
統
合
な
ど

を
繰
り
返
し
１
９
８
３
年
に
現

在
の
場
所
に
移
設
し
ま
し
た
。

　
総
面
積
１
０
１
ha
ほ
ど
の
敷

地
内
に
は
、
水
田
や
果
樹
園
、

温
室
、放
牧
地
な
ど
が
広
が
り
、

宇
都
宮
大
学
生
へ
の
実
習
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
は
じ
め
、
教
育

拠
点
農
場
と
し
て
他
県
の
様
々

な
大
学
・
学
部
の
学
生
の
実
習

を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
教
育
研
究
の
成
果
と

し
て
得
ら
れ
た
生
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
化
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

高
品
質
な
生
乳
を
使
用
し
た

チ
ー
ズ
や
バ
タ
ー
な
ど
の
乳
製
品

「
純
牧
」シ
リ
ー
ズ
と
、
宇
大
オ

リ
ジ
ナ
ル
水
稲
品
種「
ゆ
う
だ
い

21
」や
農
場
産
小
麦
を
使
用
し

た
乾
麺「
宇
ど
ん
」な
ど
の
農
作

物「
う
ぶ
」シ
リ
ー
ズ
の
２
ブ
ラ
ン

ド
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　「
生
乳
は
放
牧
牛
か
ら
搾
乳
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
関
わ
って
い

る
乳
牛
・
肉
牛
の
飼
養
管
理
と
生

乳
生
産
が
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
さ
れ
、

励
み
に
な
り
ま
す
」と
家
畜
繁
殖

生
理
学
研
究
室
の
修
士
２
年
新

井
健
人
さ
ん
。
長
尾
慶
和
農
場

長
は「
宇
大
ブ
ラ
ン
ド
の
Ｐ
Ｒ
を

通
し
て
地
域
と
大
学
、
農
場
が

一
体
と
な
っ
た
地
域
共
創
に
取
り

組
み
た
い
」と
意
気
込
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら

い  

け
ん 

と
　
　
　
　
　
　
な
が  

お 

よ
し
か
ず

栃木県農業共済組合 新規採用職員 募集案内

履歴書は https://www.nosai-tochigi.or.jp/
よりダウンロードください。

１．職種及び採用人数
一般総合職…若干名

３．応募書類
①ＮＯＳＡＩとちぎホームページに掲載の履歴書
　（最近３ヶ月以内の顔写真貼付） 
②卒業証明書（卒業見込証明書） 　③成績証明書

郵送による申込みとし、９月３０日（金）に到着した分まで。
※封筒の表に「受験申込」と朱書きし、簡易書留郵便等の
　配達記録が残る確実な方法で郵送してください。

４．応募受付期間
令和4年９月３０日（金）必着。

２．応募資格

・平成9年４月２日から平成１7年４月１日までに生まれた者。
・県内に現住所を有する者または、採用後に県内へ転居する者。
・普通自動車運転免許を有する者
 （令和5年３月３１日までの取得予定者を含む）。
・地方公務員法に規定する欠格条項に該当しない者。

一般総合職 

8．勤務地及び主な業務内容

9．その他

県内、本所・支所勤務。農業保険法に基づく政策保険制度の
運営業務。

7．合否結果の通知
第１次試験の合否については、第２次試験の案内と併せて、
郵送にて通知します。

不明な点は栃木県農業共済組合総務部総務課（渡辺、栃木）
までお問い合わせください。 TEL：028-683-5531

6．採用試験の日程・場所等
（１）試験期日

（２）試験会場

第１次試験 令和4年１０月１3日（木）
　　　　　教養試験・論文試験・適性検査
第２次試験 令和4年１０月下旬
　　　　　個別面接法による試験
宇都宮市下平出町前表３１９番地１
栃木県農業共済組合　本所（状況により変更あり）

〒３２１-０９０３　栃木県宇都宮市下平出町前表３１９番地１
栃木県農業共済組合 総務部総務課 宛

5．申込先

番 外 編

☎：0285-84-2424
　：fuznoujy@miya.jm.utsunomiya-u.ac.jp

▲「学生主体のPRイベントが再開できれ
ばうれしいです」と笑顔を見せる新井さ
ん㊧と修士1年の穴澤茉由子さん㊨

▲ロゴマーク

お問合せ
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畝
た
て
機
の
操
作
で
す
。
重
く
て

力
仕
事
で
す
が
、
夫
が
手
伝
っ
て

く
れ
、
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

　
今
後
は
地
域
の
畑
を
活
用
し
、

規
模
拡
大
を
考
え
て
い
ま
す
。
将

来
は
和
菓
子
屋
な
ど
で
働
い
た
経

験
を
生
か
し
て
、
自
分
の
手
で
育

て
た
イ
チ
ゴ
を
使
って
加
工
品
を
作

り
、
カ
フェ
を
開
き
た
い
で
す
。

和菓子屋さんから生産者に

ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
は

お
団
子
の
髪
型
。

頭
上
に
ま
と
め
上
げ
る
と

気
合
が
入
り
ま
す
！
　

　
イ
チ
ゴ
を
単
棟
ハ
ウ
ス
５
棟
で

土
耕
栽
培
し
て
い
ま
す
。
品
種
は

「
と
ち
お
と
め
」で
、
Ｊ
Ａ
足
利
に

出
荷
す
る
ほ
か
、
地
区
内
の
民
家

を
借
り
て
開
い
た
直
売
所「
ア
ン
サ

ン
ク
」で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
夫
の
両
親
が
イ
チ
ゴ
の
栽
培
を

し
て
お
り
、
イ
チ
ゴ
の
お
い
し
さ
や

お
客
さ
ん
の
喜
ぶ
姿
に
感
動
し
て

自
分
も
作
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
３
年
ほ
ど
研
修
を
受
け
、
自
分

の
力
で
挑
戦
す
る
た
め
独
立
し
、

２
年
目
に
な
り
ま
す
。
気
に
な
っ
た

こ
と
を
す
ぐ
相
談
で
き
る
環
境
や
、

夫
の
応
援
な
ど
家
族
の
支
え
が
心

強
い
で
す
。

　
生
産
者
に
よ
って
味
の
違
い
が
こ

ん
な
に
で
る
の
か
と
お
ど
ろ
き
ま
し

た
。
よ
り
高
品
質
な
イ
チ
ゴ
を
目

指
し
て
頑
張
り
た
い
で
す
。

　
農
業
の
魅
力
は
自
分
が
や
れ
ば

や
る
だ
け
返
っ
て
く
る
こ
と
で
す

ね
。
お
客
さ
ん
の
声
を
直
接
聞
く

こ
と
が
で
き
る
直
売
所
で
の
販
売

の
時
間
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
大
変
な
こ
と
は
ト
ラ
ク
タ
ー
や

足
利
市
里
矢
場
町

イ
チ
ゴ
15
ａ

齋
藤 

友
見
さ
ん

さ
い     

と
う
　
　
　 と
も
　
　み

直売所や

ハウス前な
どには

父作の看板
が

あります

フランス語でアンは１、サンクは５という意味。合わせて１（いち）５（ご）！

定年退職後に就農し0.7aで満点ニンニクの栽培を始めました。種の皮をむき水耕栽培で発芽させます。
農福連携で作業に取り組み、県内の７つの道の駅などに出荷しています。
満点ニンニクは芯まで熱を通すと、食べた後、においが残りにくいのが特徴です。

食 卓 に も う 一 品

作 り 方

1
具材は食べやすいサイズに
カットする。ニンニクは食感を
楽しめるよう大きめに切る。根
は焦げてしまうため、素揚げに
して最後に入れるとGOOD。

2
オリーブオイルとカットした
ニンニク、塩を耐熱容器に
入れ、中火にかける。耐熱
容器の代わりに底が深いフラ
イパンや小鍋でも調理可能！

3
ニンニクの周りから小さな気
泡が出てきたら野菜とエビ
を入れる。沸騰したら軽く混
ぜて、エビに火が通ったら火
を止める。

4
お好みで黒コショウをかけて
完成！旨みが濃縮したオイル
はバゲットや、ペペロンチー
ノの味付けなど万能オイル
として再利用がおすすめ。

●ピュアオリーブオイル
　（またはエクストラバージンオイル）
　 ･･･････････････････････ １８０ｍｌ
●満点ニンニク･･･････････････ 3つ
★お好きな具材
●エビ（下処理済み）････････ ５尾
●パプリカ（赤・黄）･･･ １/８個ずつ
●ミニトマト･･･････････････ 4つ
●ブロッコリー･･･････････ １/３個
●塩･･･････ お好み（写真は約３g）
●ブラックペッパー･･･････ お好み

　氏家駅周辺に位置するAORYは６月で２周年を迎えました。ランチやディ
ナー、テイクアウトのほか、さくら市限定でデリバリーを行っています。
　農家さんや直売所から仕入れた地場産食材や地元特産のもち麦「もち絹
香」、「さくらポーク」、「氏家うどん」などを中心としたメニューを提供しています。
　SDGｓのフードロス削減を意識しています。農家さんとのつながりを大切
に、農家さんの思いをお客さんに伝えるきっかけになるような地元に根ざし
たお店を目指しています。

AORY  店主  青木 佑太さん 
あお    き       ゆう    たアオリー

満点ニンニクと
地元野菜のアヒージョ

アヒージョはニンニクで香りをつけたオリーブオイルと食材を煮込むスペイン料理。
具材の決まりはなく、魚介や肉、キノコなどをいれてもよし！ニンニクのみもOK。
地元農家さんが育てる栄養豊富な発芽ニンニク「満点ニンニク」を使用した

アヒージョを               

生
産
者
の
紹
介

 材料の量（2～3人
前）

て つか  りょういち
活き活きファーム　手塚 良一さん

インスタグラム
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サポーター
 NOSAI

おせわになってます！

日頃、組合
員の皆さん

と

NOSAIの
懸け橋とし

て活

躍されてい
る役員さん

に

お話をうか
がいました

。

真岡市物井

髙嶋 純一さん（62歳）
たかしま　じゅんいち

3

那須塩原市笹沼

佐藤 友幸さん（60歳）

2

 さ  とう   とも ゆき
栃木市都賀町原宿

泉田 格さん（54歳）

1

   いずみだ   いたる

前号の答え・イ

応

募

方

法

解

答

群

ア
①ｰ

Ⓑ
、②ｰ

Ⓐ
、③ｰ
Ⓒ

イ
①ｰ

Ⓐ
、②ｰ

Ⓒ
、③ｰ

Ⓑ

ウ
①ｰ

Ⓒ
、②ｰ

Ⓐ
、③ｰ

Ⓑ

63 3 21 090 3
栃
木
県
農
業
共
済
組
合

　
　
　
　企
画
情
報
課 

行

宇
都
宮
市
下
平
出
町
前
表
319-1

答え

●ご住所
●氏名
●年齢
●電話番号
●広報紙の感想や
　イラストなど

しめきり 令和4年9月30日 当日消印有効

※

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
回
答
受
付
中
！

●「
お
孫
ち
ゃ
ま
を
探
せ
」と「
つ

く
っ
て
み
っぺ
」を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

〔
宇
都
宮
市
上
籠
谷
町
　
女
性
〕

●
県
内
各
地
の
い
ろ
い
ろ
な
祭

り
が
紹
介
さ
れ
て
い
て
興
味
深
い

で
す
。

〔
那
須
烏
山
市
鴻
野
山
　
男
性
〕

●
こ
だ
わ
り
揚
げ
も
ち
、
漢
方

で
作
る
お
米
、
ど
ち
ら
も
食
べ
て

み
た
い
で
す
。

〔
鹿
沼
市
千
渡
　
女
性
〕

●
お
祭
り
な
ど
が
好
き
で「
笑
顔

満
祭
」楽
し
く
拝
読
し
ま
し
た
。

〔
茂
木
町
神
井
　
男
性
〕

●
か
ん
ぴ
ょ
う
の
八
幡
巻
き
を

さ
っ
そ
く
作
っ
て
み
ま
し
た
。
と

て
も
良
く
で
き
て
美
味
し
か
っ
た

で
す
。
〔
那
須
町
漆
塚
　
女
性
〕

●
表
紙
が
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
で
いっ
ぱ

い
で
思
わ
ず
手
に
取
り
ま
し
た
。

〔
高
根
沢
町
光
陽
台
　
女
性
〕

●「
笑
顔
満
祭
」は
良
い
企
画
で
、

興
味
深
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。〔
佐
野
市
赤
見
町
　
男
性
〕

●「
輝
く
女
性
」で
は
、
写
真
の

笑
顔
が
全
て
を
物
語
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

〔
大
田
原
市
中
野
内
　
女
性
〕

●
笑
顔
が
沢
山
詰
ま
っ
た
情
報

紙
で
す
ね
。
と
て
も
楽
し
く
拝

見
し
て
い
ま
す
。

〔
小
山
市
島
田
　
女
性
〕

の

みん

声
な

凪紗ちゃん（5歳）
              なぎ  さ

A

※当選者の発表は発送をもって代えさせて頂きます。
※写真はイメージです。

とっても賑やかです

優作くん（2歳）
        　　　ゆうさく

C表紙を
見てね

！

ヒントを参考におじいちゃんと
お孫さんの正しい組み合わせを

下の解答群ア・イ・ウから選んでください。

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
９
名

の
方
に
、
15
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し

た「
宇
都
宮
大
学
農
学
部
附
属
農

場
」の「
宇
大
ブ
ラ
ン
ド
詰
合
せ
」

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

B

蓮翔くん（9歳）左上 結愛さん（10歳）右上

悠惺くん（4歳）樂くん（2歳）

れん と　　　　　　　 　 ゆ   あ

中央下 右下大雅くん（5歳）
たい が がく ゆうせい

左下 ほし　 かず  あき

共済部長６年目

那珂川町谷田
星の見える丘農園 星 一明さん（57歳）

■Ｑ 

経
営
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
息
子
と
二
人
で
水
稲
、
ソ
バ
を
作
付
け
し
て
い

ま
す
。
水
は
け
が
良
く
な
い
圃
場
が
多
い
地
域
な

の
で
、
倒
伏
さ
せ
な
い
よ
う
施
肥
量
を
調
整
し
て

い
ま
す
。

　
令
和
３
年
の
米
価
下
落
を
き
っ
か
け
に
令
和
４

年
か
ら
収
入
保
険
に
加
入
し
ま
し
た
。

■Ｑ 

地
域
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
猪
倉
地
区
は
、
山
に
囲
ま
れ
た
農
村
地
帯
で

水
田
が
多
い
地
域
で
す
。
最
近
は
、
イ
ノ
シ
シ
や

シ
カ
に
よ
る
獣
害
や
農
家
の
高
齢
化
が
問
題
と

な
って
い
ま
す
。

■Ｑ 

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
期
待
し
て
い
る
こ
と
は
？

　
被
害
が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
現
地
確
認
を
し
て

く
れ
る
の
が
良
い
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
災
害
時

は
農
家
の
た
め
に
、
迅
速
な
対
応
を
お
願
い
し
た

い
で
す
。

■Ｑ 

農
園
の
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ぶ
ど
う
観
光
農
園
と
し
て
51
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
風
景
を
見
た
常
連
さ
ん
の
言
葉
を
き
っ
か

け
に「
星
の
見
え
る
丘
農
園
」に
改
名
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
14
種
類
の
ブ
ド
ウ
の
ほ
か
、
モ
モ
や
ド

ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
と
い
っ
た
果

物
・
野
菜
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

■Ｑ 

栽
培
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
土
壌
中
の
ラ
ン
藻
を
増
や
す
ピ
ロ
ー
ル
資
材
を

使
い
、
微
生
物
等
が
豊
富
な
土
に
し
て
作
物
を
育

て
る
ピ
ロ
ー
ル
農
法
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
栃
木
ダ
ル
ク
の
農
業
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
の一環
で
施
設
の
人
た
ち
に
収
穫
や
草
刈
り
、

ハ
ウ
ス
解
体
な
ど
の
作
業
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

■Ｑ 

今
後
の
展
望
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
９
月
開
始
の
ブ
ド
ウ
狩
り
に
向
け
て
、
星
空
の

下
で
行
う
夜
の
ブ
ド
ウ
狩
り
企
画
や
敷
地
内
で
の

カ
フ
ェの
開
設
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
農
園
キ
ャ
ン

プ
や
農
業
体
験
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
通
し
て
、

多
く
の
人
に
自
然
豊
か
な
那
珂
川
町
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ブドウ２５ａ、水稲1.6ｈａ ほか

農業を楽しみつつ、人々の　　
思い出に残る農園を目指す

ふく    だ      けい  いち

共済部長４年目、評価員４年目

日光市猪倉   福田 啓一さん（68歳）身体が動く限り農業を続けていきたい
水稲１６ha、ソバ１０ha

せ！お
孫ち
ゃま

を

ま
ご
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N

461

294

182

179

27

27

那
珂
川

松葉
川

湯坂川

芭蕉公園

黒羽城址公園
鮎の里
公園

黒羽小
大田原市
黒羽庁舎

明王寺川西小

高岩神社

黒羽ふるさと
物産センター

曹洞宗 黒羽山 大雄寺

編 集 後 記
　「NOSAIとちぎNo.22」の編集も無事終わりました。
　今年の通常総代会は全総代の約３割が会場出席で開催されました。多く
の人で席が埋まるのは久しぶりで、人々が集まる場の大切さを実感しました。
　右の写真は直売所に隣接する資料館「くらしの館」です。茅葺屋根の維
持のため、水曜日に竹工芸を制作する人々が集い、囲炉裏を焚きながら作
品を制作しています。

　
大
雄
寺
は
室
町
時
代
の
１
４

０
４
年
に
創
建
さ
れ
た
禅
寺
で

す
。
黒
羽
藩
主
の
大
関
氏
の
菩

提
寺（
先
祖
代
々
の
お
墓
が
あ
る

お
寺
）と
し
て
、
１
５
７
６
年
に

大
関
高
増
が
白
旗
城
か
ら
黒
羽

城
に
居
を
移
し
た
際
に
、
現
在

の
場
所
へ
移
築
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
き
な
特
徴
の
一つ
は
茅
葺
屋

根
。
近
年
の
調
査
で
江
戸
時
代
に

建
て
ら
れ
た
も
の
と
判
明
し
ま
し

た
。
茅
葺
屋
根
の
葺
き
替
え
は
20

年
に一
度
を
目
安
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
２
０
２
４
年
に
回
廊
の
葺
き

替
え
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
堂
や
回
廊
な
ど
の
９
つ
の

茅
葺
屋
根
の
建
造
物
は
、
２
０

１
７
年
に
国
の
文
化
財
に
指
定

～曹洞宗 黒羽山 大雄寺～
大田原市黒羽田町４５０

そう      とう   しゅう　    くろ    ばね    さん   　だい    おう       じ

▲本堂

　　 ▲総門

さ
れ
ま
し
た
。

　
境
内
は
ボ
タ
ン
や
ハ
ス
と
いっ
た

花
々
、
秋
の
紅
葉
な
ど
が
季
節
に

よ
り
楽
し
め
ま
す
。
特
に
近
く

の
黒
羽
城
址
公
園
や
芭
蕉
の
館

と
並
び
、ア
ジ
サ
イ
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

   　　             ▲昔の雰囲気が
　　　　　　　　　感じられる室

内

  ▲真岡木綿のつり雛

          ▲珍しい磯山石の石塀

          ▲珍しい磯山石の石塀

  ▲□□□□□□□□

□□□□

黒
羽
ふ
る
さ
と
物
産
セ
ン
タ
ー

　
２
９
４
号
沿
い
で
30
年
以

上
続
く
直
売
所
。
季
節
の
地

場
産
野
菜
や
手
作
り
ま
ん

じ
ゅ
う
な
ど
が
並
び
ま
す
。

　
店
内
の
農
産
物
は
農
家
自

身
で
値
段
を
決
め
て
販
売
し

て
い
ま
す
。
農
家
ご
と
に
同

じ
農
産
物
で
も
大
き
さ
や
重

さ
が
違
う
の
で
、
は
か
り
を

使
っ
て
商
品
を
選
ぶ
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　
店
内
に
は
地
元
産
そ
ば
粉

を
使
用
し
た
八
溝
そ
ば
な
ど

が
味
わ
え
る
食
事
処
も
あ
り

ま
す
。

　
大
町
和
彦
組
合
長
は「
地

域
が
あ
っ
て
こ
そ
の
直
売
所
。

地
元
に
寄
り
添
っ
た
経
営
で

郷
土
を
守
り
た
い
で
す
」と

意
気
込
み
ま
す
。

●住 大田原市黒羽向町１４２２-１
●営 9：0０～16：0０
●休 年末年始
☎ 0287-54-3152

竹細工や昔の生活用品などが展示されています

▶入口途中のラカンの
　丘に表情豊かな
　像たちがあります

 

参
拝
時
に
は
杖
が
利
用
で
き
ま
す

▼総門

ホームページ

参拝時間 ９：00～ 17：00

予約など
不要

拝観時に希望する
要
要

事前連絡

屋外

宝物館
坐禅
写経

堂内見学

体験

料金
無料

1,500円
1,500円

拝観料
大人500円

TEL.028-683-5531　
https://w

w
w
.nosai-tochigi.or.jp/

栃
木
県
農
業
共
済
組
合
　
〒
321-0903 栃

木
県
宇
都
宮
市
下
平
出
町
前
表
319-1

発行
N
o.22  2022.7


